
 

 

 

 

 

 

 

計測工学 第 6 回 

 

 

   前回： ・母平均の区間推定（続き） 

      ・相関と回帰 

 

 

 

   今回： ・相関係数 

      ・回帰分析 
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6.1 相関係数 

 ・例：30 人の学生における高校時の評価平均 x と大学 1 年時の評価平均 y の相関を考える． 
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表 6.1  x-y 一覧表 

図 6.2  標準化 x-y 散布図 

図 6.1  x-y 散布図 



「計測工学」第 6 回 

 2 

r = 0：相関無し 

r > 0：正の相関 

r < 0：負の相関 

0 ≤ r  ≤ 0.2：ほとんど相関無し 

0.2 < r  ≤ 0.4：弱い相関 

0.4 < r  ≤ 0.7：ある程度の相関 

0.7 < r  ≤ 1.0：強い相関 

 

左図（f）より： 

 

 

 

 

 ・例題：学生の入学試験順位 x と 1 年後の順位 y を調べ，そのうち 5 名については（x，y）→

（10，40），（25，35），（35，10），（60，50），（70，70）であった．x と y の相関係数を求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3  r とデータの傾向の関係 
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6.2 回帰分析 

 ●最小 2 乗法による線形回帰分析 

 ・回帰式として y = ax + b を想定する：データから如何に a と b を求めるか？ 

・ n 個の測定値の対（x1，y1），（x2，y2）・・・（xn，yn）

を対象とする 

・x に誤差はなく，誤差は全て y に含まれると仮定 

 

・ある傾き a と切片 b を持つ直線 f(x) = ax + b と，

i 番目の測定値 yi との残差 ri  

 → 

 

 

 

 ・ n 個の測定値に対して，残差 ri の 2 乗和 ri

2

i=1

n

å = yi - axi - b( ){ }
2

i=1

n

å が最小となるのが 

    最良の回帰直線 

 ・問い：なぜ残差 ri に対して 2 乗和を取るのか？  

 

 

 

 ・ yi - axi - b( ){ }
2

i=1

n

å = R
 
とおいたとき・・・ xi，yi 

       a, b 

  

 

 

 

・ 

図 6.4 最小 2 乗法による線形回帰分析 

ri = yi - (axi + b) 
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R = yi - axi -b( )
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 ・R を変数 a，b で偏微分して 0 と置く・・・最小となる条件！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・例題：P.2 の例題［学生の入学試験順位 x と 1 年後の順位 y， x = 40， y = 41］について最小

二乗法による線形回帰分析を行え．  
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6.3 第 6 回講義に関する意見・感想・質問のまとめ 

 ●意見・感想 

 ・相関係数の求め方を理解した，回帰分析について仕組みから学ぶ機会がなかったので新鮮だった，いず

れも実験や高校でやったので懐かしかった，Excelの近似式もこうやっていたのかわかった，Excelの偉大

さに感銘を受けた，実験でも使うので今後に活かせる，例題をミスなく解けた，最小二乗法を暗記する必

要はないとのことで安心した：21 

 ・小テストは良かった，自信はないが解けた，焦らず落ち着いて計算できた，小テストで復習の成果が出て

いる，小テスト行けた気がした，小テストでミスしてしまった，復習して理解できたのでしっかり解けた：8←

今回の小テストは平均 8.4 点，満点 33 名で今までで最高の結果でした！この調子で中間試験にも臨んで

欲しいです． 

 ・相関係数の計算は高校の時本当に苦手だったので演習を重ねる，全体的に式を間違えそうなのでしっか

り使えるようにする，計算ミスをしないように気をつける，簡単な計算だが量が増えてきたのでミスしない

ように気をつける，線形回帰分析の求め方を理解し復習する：8←線形回帰分析の復習は，個人的な興

味ということであればもちろんいいですが，授業でも話したように少なくとも中間試験には回帰分析の問

題は出しません． 

 ・中間試験ではしっかり点数を取る，テスト勉強を頑張る，今週の木曜が中間という事実に震える：7←頑張

ってください！ 

 ・最小二乗法は Excel でやるだけだったので手計算が大変だった，回帰分析の計算についてあまりよくわか

らなかった，最後の例題が難しかった，計算が難しかった，手計算だとあまりにも苦行だった：6 

 ・わかりやすかった，よく理解できた，テストに向けて勉強をしたので授業の理解がしやすかった：5 

 ・万博行ってミャクミャク T シャツ欲しい，T シャツが可愛かった：3←もし夏休み中にチャンスがあるなら，万

博行くことをお薦めします．ちなみにこの T シャツは 1 万しました・・・（値札を見ずに買ってしまった） 

 ・関数電卓を忘れて小テストが最後までできなかった←試験の時じゃなくてまだ良かったですね． 

 ・第 5 回を復習してみた  ・Σを多く書いたので手が疲れた 

● 質問 

 ・残差の符号の影響について，絶対値の総和を取ればいいのでは？（2 名）←もちろんそれでも同様の評価

は出来るでしょうが，2 乗和より絶対値の方が結局手間がかかる（まず正負を判定した上で負の場合絶対

値化する）と思います． 

 ・最後の例題のように有効数字は主にデータの有効数字を基にするべきか？←この辺の問題の「適切な解

答の桁数」は，有効数字とは少し違うように思います．そもそも「順位」や「成績」って測定値じゃないです

しね．ですので，解答としては有効数字の考え方を厳密に適用する必要はなく，大体でいいです． 

 ・相関係数も回帰分析も本講義においては線形だったが他の形式は？←前回も述べたように相関係数でも

非線形に対応するものもありますし，回帰分析でも非線形のものはあります． 

 ・レポート等はあるのか？（2 名）←本科目の私担当期間ではレポートはありません．  

 ・有効数字で解答する時は近似と考えて≒で結んだ方がいいのか？←有効数字は近似値ではありません

（答えとして与えた位取りや桁数までが意味のある数字）ので，≒等を使う必要はありません． 

 ・相関係数は 1 桁のみでいいかわからなかった←「0.61」までと「0.6」までとで，相関の程度の違いについて

厳密に差をつける意味があまりないからです．まぁでも 2 桁で解答しても×にはしません． 

 ・なぜ相関係数ではσx ではなく Sx と表すのか？←σは母分散ですね．標本分散は S と表記することが一

般的です． 
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6.4 第 5 回小テスト解答 

 

 Q.1 正規分布する母集団（σ2未知）から以下の標本を取出したとき，母平均 μ の信頼区間を 68.3%の 

   信頼係数で求めよ．計算過程も明示すること．  標本：12.9，13.3，13.1，13.0，12.7 

 

 A.1 標本平均  = 13.0，標本数 n = 5 

   不偏分散 = 0.05 

   t 分布表より tn-1(z%) = 1.141 

    tn-1 Z%( )
u2

n
 = 0.1141 = 0.1 

 

   ∴ 12.9 ≦  ≦ 13.1 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

å
=

=
n

i

ix
n

x
1

1

( )å
=

-
-

=
-

=
n

i

i xx
n

s
n

n
u

1

222

1

1

1


